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798 ―皮膚科の臨床・2024―

　今月号の特集は梅毒です。一昨年秋の編集後記でも梅毒について触れましたが，梅毒患者は 1967
年の約 11,000名をピークに減少していたのが 2010年以降再び増加傾向に転じ，COVID‒19がアウト
ブレイクした 2020年は若干減少したものの，2021年にはまた上昇し，2022年，2023年とさらに増
え続け，2021年は全国で 7,978名の感染者であったのが 2023年はその倍近くの 14,906名と過去最多
の患者数となっています。男女ともに異性間性的接触による感染の増加が顕著になっているのが特
徴で，梅毒の妊娠症例も大幅に増加しており厚生労働省は今までになく注意喚起を行っています。
　梅毒の起源については諸説ありますが，アメリカ大陸を発見したコロンブス一行がもともとハイ
チの風土病であったものを 1493年にスペインに持ち帰り，その後ヨーロッパで広がったとされてい
ます。その後梅毒は大航海時代の波に乗りバスコ ･ダ ･ガマの一行とともに 1498年インドに渡り，
東南アジア，中国を経て海外との交易が盛んだった琉球から日本に持ち込まれたと考えられてお
り，1512年に京都で流行したとの本邦最初の記述が残されています。
　アメリカ大陸発見からわずか 20年で日本まで伝播したことになり，当時の交通事情を考えると驚
異的なスピードであり改めて人の性を感じさせられます。翌年には江戸にもたらされ，徳川家康の
次男結城秀康や加藤清正らも梅毒で命を落としたそうです。18世紀になると花柳界を中心に爆発的
に流行し江戸幕府を悩ませ，江戸町民の感染率は 10%に及んだという説もあるとのことです。第 3
期梅毒の症状である鞍鼻のため，江戸時代の夜鷹には鼻欠けが多かったそうです。
　梅毒トレポネーマが同定されたのは 1905年のことで，野口英世が梅毒スピロヘータの純粋培養に
成功したとして医学博士の学位を授与されていますが，誰も追試に成功しておらず，現在でも試験
管内の培養は不可能で，菌の維持にはウサギの睾丸内で培養する以外に現実的方法はないそうです。
　治療については梅毒トレポネーマが熱に弱いことに着目し，1927年マラリアに感染させて発熱に
より梅毒性麻痺性痴呆を治療する方法が考案され（マラリアはその後にキニーネで治療する），ノー
ベル賞が授与されました。その後ペニシリンの発見によって治療法は大きな変貌を遂げ，梅毒は完
治できる疾患になりましたが完全撲滅には至らず，現在に至っています。
　なお，梅毒は 5類感染症全数把握疾患に定められており，診断した医師は 7日以内に最寄りの保
健所に届け出なければならないのはご存じのとおりです。
 （五十嵐敦之）
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